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日
露
戦
争
に
動
員
さ
れ
た
日
本
軍
の
総
兵
力
は

一
〇
〇
万
人
を
超
え
、
戦
死
者
は
八
万
八
〇
〇
〇
余
人
を
数
え
た
。

直
接
戦
闘
で
死
ん
だ
も
の
は
六
万
人
、
日
清
戦
争
の
四
二
倍

に
も
の
ぼ

っ
た
。
費
や
し
た
戦
費

は

一
八
億
二
六
三

〇
万
円
。
戦
争
の
苛
烈
さ
と
い
い
国
民
の
負
担
と
い
い
、

一
〇
年
ま
え
の
日
清
戦
争

の
比

で
は
な
か

っ
た
。
明
治
三
十
八
年

(
一九〇五
)

九
月
五
日
、
日
露
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
、
日
本
は
朝
鮮

・
中
国
に
大
き
な
地
歩
を
占
め
、
帝
国
主
義
国
と
し
て
の
地
位
を
い

っ
そ
う

強
固
に
し
た
も
の
の
、
厳
し
い
戦
争
を
戦

っ
た
国
民
に
は
不
満
な
内
容
だ

っ
た
。

調
印
の
日
、
東
京
の
日
比
谷
で
講
和
反
対
国
民
大
会
が
開
か
れ
、
集
ま

っ
た
群
衆
は
政
府
系

の
新
聞
社
や
交
番
な
ど
を
焼
き
打
ち
し
、

騒
擾
化
し
た
。
翌
日
、
東
京
市
お
よ
び
府
下
五
郡
に
戒
厳
令
が
公
布
さ
れ
た
が
、
講
和
反
対
の
動
き
は
各
地

の
都
市

は
も
ち
ろ
ん
、
町

や
村
に
も
広
が

っ
た
。

奈
良
市

で
も

「非
講
和
市
民
大
会
」
が
開
か
れ
た
。

も
と

尾
花
座

で
、
市

民
大
会

が
開

か
れ
、
満
場

一
致

で
、
決
議
案

「
政
府

の
締
結
し
た

る
講
和
条
約
は
宣
戦

の
詔
勅

に
背
き
、
国
民

の
意
思

に
悖

る
者

日

露

講

和

条

約

に

反

対
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と
認
む
る
を

以
て
、
之

が
不
成
立
を
期

し
現
内
閣

の
引
責
を
促
す
」
が
可
決
さ
れ

る
。
な
お
、
尾
花
座

の
入

口
に
は
、
悲
憤

の
二
字

を
記
し
其

下

し
き
み

に
志
士
が
講
和
条
約
文
を
破
っ
て
い
る
絵
額
を
掲
げ
、
演
壇
に
は
樒
を
樹
て
た
。

(
『毎
日
新
聞
』
明
治
三

十
八
年
九
月
九
日
付

)

都
市

で
人
々
が
政
治
的
な
問
題
で
大
規
模
な
大
衆
行
動
を
起
こ
し
、
そ
の
動
き
が
町
や
村
に
ま
で
広
ま

っ
て
い
く
と
い
う
、

い
ま
ま

で
に
な
か
っ
た
歴
史
の
動
き
が
見
え
始
め
た
の
が
、
日
露
戦
争
後
の
大
き
な
特
徴
で
あ

っ
た
。
世

に

「大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
」
と
い
わ

れ
る
政
治
的
、
社
会
的
状
況
が
始
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
「
日
露
戦
争
が

一
方
で
国
民
を
帝
国
主
義
的
海
外
発
展
に
陶
酔
せ
し
め
た
と
共

に
、
他
方
国
民
の
自
覚
と
民
智
の
向
上
と
を
促
し
て
自
ら
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
な
思
想

の
展
開
に
資
し
た
こ
と
は
、
既

に
人
の
よ
く
云
ふ

所

で
あ
る
」
と
吉
野
作
造
も
い
っ
て
い
る

(「民
本
主
義
鼓
吹
時
代
の
回
顧

『社
会
科
学
』
昭
和
三
年
二
月
」、)
が
、

こ
の
奈
良
の
地
域

で
も
そ
の
動
き
は
た

し
か
な
も
の
と
な

り

つ
つ
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
中
央
政
界

の
動
き
に
呼
応
し
て
、
奈
良

で
も
政
党
結
成
の
動
き
が
す
す
ん
で
い
た
。
明
治
三
十
三

年

(
吾

O)
九
月
、
伊
藤
博
文
を
総
裁
と
す
る
立
憲
政
友
会
が
結
成
さ
れ
た
が
、
翌
明
治
三
十

四
年

一
月
七

日
、

そ

の
大
和
支
部
め
発
会
式
が
奈
良
公
園
内

の
奈
良
倶
楽
部

で
行
わ
れ
た
。
出
席
者
七
〇
〇
余
人
、
評
議
員
の
中
に
は
、
八
木
逸
郎

・
鍵

田
忠
次
郎

・
桜
井
徳
太
郎
ら
が
名
を
連
ね
て
い
た
。

日
露
戦
争
後

の
新
た
な
政
治
状
況
は
、
政
党
の
動
き
に
拍
車
を
か
け
た
。
立
憲
政
友
会
は
奈
良
市
内

・
郡
部
と
も

に
有
力
な
地
盤
を

持

っ
て
い
た
が
、
郡
部

で
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
非
政
友
会
系
の
勢
力
も
力
を
得
て
い
た
。

大
正
元
年

(一九
三
)
十
二
月
、
上
原
陸
軍
大
臣
が
二
個
師
団
増
設
案
否
決
を
不
満
と
し
て
単
独
辞
職
し
、

こ
の
た

め
第
二
次
西
園
寺

内
閣
は
総
辞
職
し
た
。
「
陸
軍
に
毒
殺
さ
れ
た
!
」
と
憲
政
擁
護
の
声
が
高
ま

っ
た
。
桂
太
郎
が
三
た
び
出
て
内
閣
を
組
織
し
た
が
、

か
え

っ
て
そ
の

「非
立
憲
的
行
動
」
が
非
難
さ
れ
、
憲
政
擁
護
を
叫
ん
で
激
昂
し
、
議
会
を
と
り
ま
い
た
人
々
を
前
に
、
五
〇
余
日
で

内
閣
を
投
げ
出
す
羽
目
に
お
ち
い
っ
た
。
各
地
の
都
市
で
大
衆
行
動
が
再
び
活
発
に
な

っ
た
。
第

一
次
護
憲
運
動

で
あ
る
。
こ
う
し
た

奈
良

に
お
け
る

政

党

の

動

き
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中

で
、
す
で
に
明
治
四
十
三
年

(
一九
δ
)
三
月
、
犬
養
毅
ら
に
よ

っ
て
結
成
さ
れ
、
奈
良
県
で
も
抜
き
が
た
い
勢
力

を
も
ち
、
明
治

四

十
五
年
五
月
の
総
選
挙
で
、
郡
部
で
二
人
の
当
選
者
を
出
し
て
い
た
立
憲
国
民
党
の

「憲
政
擁
護
演
説
会
」
が
、
奈
良
市
で
も
開
か
れ

た
。

犬
養
毅
氏

一
行
が
九
日

(大
正
二
年
六
月
)
奈
良
到
着
、
磯
城
郡
桜
井
町
に
て
演
説
会
、
磯
城
、
高
市
、
山
辺
、
宇
陀
各
郡
よ
り
の
傍
聴
者
三
千
数

百
人
に
達
す
。
こ
の
後
、
奈
良
の
尾
花
、
中
井
両
劇
場
に
開
催
の
演
説
会
へ
。
聴
衆

一
千
数
百
名
。

(
『毎
日
新
聞
』
大
正

二
年
六
月
十
一
日
付
)

と
、
新
聞
は
報
じ
て
い
る
。

一
方
、
立
憲
政
友
会
と
な
ら
ん
で
二
大
政
党
時
代
を

つ
く

っ
た
憲
政
会
-
立
憲
民
政
党

の
前
身

で
あ
る
立
憲
同
志
会
の
大
和
支
部
発

会
式
が
、
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
の
と
き
、
大
正
三
年

(
一九
西
)
十

一
月
二
十
四
日
、
奈
良
県
公
会
堂

で
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
奈

良
新
聞
社
長
の
赤
堀
自
助
、
奈
良
新
聞
記
者
か
ら
奈
良
市
会
議
員
に
す
す
ん
だ
俵
畑
嘉
平
ら
二
五
九
人
。
演
説
会
の
あ
と
菊
水
楼
で
開

催

さ
れ
た
官
民
合
同
懇
親
会
に
は
、
西
庄
久
和
奈
良
市
長

・
川
口
彦
治
奈
良
県
知
事
ら
も
出
席
し
た
。

こ
う
し
て
主
要
三
政
党
の
奈
良
県
支
部
が
そ
ろ
い
、
そ
の
影
響
は
奈
良
市
の
政
治
に
も
さ
ま
ざ
ま
に
現
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
奈
良

県

の
明
治
四
十

一
年

(一九〇八)
か
ら
大
正
期
、
そ
し
て
初
の
普
通
選
挙
に
よ
る
選
挙
と
な

っ
た
昭
和

三
年

(
一九二八)

二
月
ま
で
の
七
回

の
総
選
挙
の
結
果
は
、
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
大
正
前
半
の
二
度
の
総
選
挙
で
は
、
立
憲
政
友
会
は
押
さ
れ
ぎ
み
で
、
立
憲
国
民
党
や

立
憲
同
志
会

(
の
ち
憲

政
会

)
が
支
持
を
広
げ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

奈
良
市

で
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
。
大
正
四
年

(究
一置)
三
月
二
十
五
日
、
第
二
次
大
隈
内
閣
執
行
の
第

一
二
回
総
選
挙

で
は
、
立
憲

同
志
会

の
米
田
実
が
五
〇
六
票
で
、
四
八
二
票
の
八
木
逸
郎

(立
憲
政

友
会

)
を
押
さ
え
て
当
選
し
た
。
ま
た
、
大
正
六
年
四
月
二
十
日
、
寺

内
内
閣
執
行

の
第

=
二
回
総
選
挙

で
も
、
無
所
属
の
上
村
耕
作
が
五
四
五
票
を
と

っ
て
当
選
、
立
憲
政
友
会
の
磯
田
粂
三
郎
は
五
一三

票

で
次
点

に
泣

い
た

(こ
の
第
一三
回
総
選
挙
の
得
票
は
『奈
良
市
公
報
』
第
=
一五
号
、
大
正
六
年
五
月
五
日
発
行
に
よ
る
。
『衆
議
院
総
選
挙
一覧

に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
表
1
の
数
字
と
異
な
る
が
、
ど
う
し
て
両
者
が
ち
が
っ
て
い
る
の
か
不
詳
の
た
め
そ
の
ま
ま
に
し
た
』)。
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大
正
九
年

(一九
二〇)
五
月
十
日
、
原
敬
内
閣
執
行
の
総
選
挙
で
は
、
選
挙
人
の
資
格
が
直
接
国
税
三
円
以
上
を
納

め
る
も
の

(
糊
駘
堪

粥
採
ゼ
を
り
燗
)

に
改
め
て
は
じ
め
て
の
選
挙

で
あ

っ
た
が
、
同
時
に
原
内
閣
は
小
選
挙
区
制
を
採
用
し
、
立
憲
政
友
会
が
圧
勝
を
お
さ
め

た

の
で
あ
る
。
奈
良
県

で
も
五
選
挙
区
と
な
り
、
そ
の
う
ち
奈
良
市
な
ど
四
選
挙
区
で
立
憲
政
友
会
の
候
補
者
が
当
選
し
た
。

政
党
支
部
の
活
動
が
活
発
に
な
る
と
、
各
政
党
支
部
は
県
下
の
地
方
新
聞
と
提
携
し
、
主
義
主
張
の
宣
伝

・
党
勢
拡
張
に
努
め
た
。

立
憲
政
友
会
は

『新
大
和
』、
立
憲
国
民
党
は

『大
和
新
聞
』
、
立
憲
同
志
会
は

『
奈
良
新
聞
』
と
い
う
よ
う
に
、
諸
新
聞
は
さ
な
が
ら

政
党
の
機
関
紙
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
な
か
で
も
明
治
三
十

一
年

(天
九八)
八
月
七
日
創
刊
、
昭
和
十

五
年

(
一九四〇)
十

二
月
二
十
九
日
、
新
聞
統
制
に
よ

っ
て
廃
刊
と
な
る
ま
で

一
万
四
八
八
三
号
を
刊
行
し
た

『奈
良
新
聞
』
は
、
立
憲
同
志
会
虫

思政
会
1

立
憲
民
政
党
の
政
治
宣
伝
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た

『
奈
良
朝

報
』
が
準
政
友
会
系
と
見
ら
れ
て
い

た
が
、
大
正
四
年

(一九
一丑
)
六
月
、

立
憲
政
友
会
が

『新
大
和
』
と
の
提

携
を
解
消
し
た
あ
と
を
う
け
て
、
同

党

と
提
携
し
た
(鈴
木
良
編
『奈

良
県
の
百
年
』
)
。

と
こ
ろ
で
、
奈

良
市
内
の
政
党

政
派
の
動
き
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ

っ
た
の
か
。
そ
の
全
容
を
詳
ら
か

得票数 当落 其 他得 票 数 当 落

(4)

合 計

77911112

18,5104145

合 計

76711115

17,27441479

合 計

988111141

17,8341431103

合 計

87611it2

16,513429

合 計

1,72411112

11,17211115

6,9571111168

5,29111178

3,59111135

合 計

2.11811214

11,243111135

7.52111113

7.17311214

3.569111105

合 計

103,98756

有効 投

票 総 数

781

18,555

772

17,753

1,029

17,937

878

16,522

1.726

11.177

7.125

5.369

3.626

2.122

11.278

7.524

7.177

3.674

有 権 者

総 数

850

19,878

906

18,718

1,103

19,378

942

17,983

無 所 属

無 所 属

196 1

無 所 属

2,143 2

無 所 属

445 1

無 所 属

773

5,610

1

1
1

11

7

7

5

824

729

578

649

217

無所属小会派

623

4,491

1

2

2

12

7

7

5

277

331

959

961

112

中立 ・其他

125,18115,778 3

遠山茂樹、安達淑子 『近代日本政治史必携』

(岩波書店1961年 刊)よ り。
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に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
奈
良
県

が
行
政
事
務
を
検
閲
し
た
記
録

に
よ

る
と
、
大
正
の
中
ご
ろ
は

つ
ぎ
の
よ

う

で
あ

っ
た
と
い
う
。

〔政
党
政
派
ノ
状
況
〕
市
内

一
般

は
た
じ
る
し

ノ
政
党
政
派

ハ
轗

鮮
明

ナ
ラ

ス
ト

雖
、
衆
議
院

議
員

選
挙

ノ
結

果

二

徴

ス
レ
ハ
政
憲
伯
仲

ノ
間

二
在

リ
。

市
会
議
員

ノ
多

ハ
政
友

会

二
属

ス

ル
モ
ノ
ノ
如

シ
。

〔議
員
間
党
派

ノ
軋
轢

ナ
キ
ヤ
否
〕

議
員
間
党
派

ノ
軋
轢

ナ
シ
。

而

シ

テ
市
会
議
員
中
、
同
心
派
十
六
名
、

玉
砕
派
十

一
名
、
中
立

三
名

ト

ス
。

(献
籠
誤
饅
慰
甦
翻
義
離

譲
講
儼
閲
)

同
心
派
は
立
憲
政
友
会
系
の
会
派
、

玉
砕
派
は
憲
政
会
系
の
会
派
で
あ

っ

表1奈 良県における総選挙の結果(第10～16回 総選挙)

総 選 挙
実施年月 日等 選挙区 得票数 当落 得票数 当落 得票数 当落 得票数 当落

第10回 総 選 挙

明 治41(1908).5.15

第1次 西園寺 内閣執行

立憲政友会 憲政本党 大同倶楽部 猶 興 会

奈 良
郡 部

525

7,437

i

2 8,356 2 2,717 1

245 1

第11回 総 選 挙

明 治45(1912).5.15

第2次 西園寺 内閣執行

立憲政友会 立憲国民党

奈 良
郡 部

571

7,182

1

2 10,092 21

第12回 総 選 挙

大 正4(1915).3.25

第2次 大隈 内閣執 行

立憲政友会 立憲国民党 立憲同志会 大隈伯後援会

奈 良
郡 部

482

3,130

1

i 3,964 1

506

5,825

1

2 2,772 1

第13回 総 選 挙

大 正6(1917).4.20

寺 内 内 閣 執 行

立憲政友会 立憲国民党 憲 政 会

奈 良
郡 部

431

5,846

1

11 5,730 2 4,937 11

第14回 総 選 挙

大 正9(1920).5.10
原 内 閣 執 行

立憲政友会 立憲国民党

奈 良1

(2)2

3

4

5

951

5,562

3,770

5,291

3,591

i

1

1

1

1

3,187 1

第15回 総 選 挙

大 正13(1924).5.10

清 浦 内 閣 執 行

立憲政友会 革新倶楽部 憲 政 会 政友本党

奈良1
2

3

4

5

4,746 i

5,333 1

785 1 710

6,497
..

2,682

3,569

1

1

1

1

i

第16回 総 選 挙(1)

昭 和3(1928).2.20

田 中 内 閣 執 行

立憲政友会 革 新 党 立憲民政党 無産政党

奈 良(3)
..
.1. 21 4,565 1 37,057 3 8,779 1

1)普通選挙による初の総選挙
2)奈良1は 奈良市2は 添上、山辺、生駒3は 磯城、宇陀4は 南 ・北葛城、高市

5は 宇智、吉野

3)奈良全県一区
4)いわゆる林田式標準点の10分の1以 下の得票数を得た候補者1名 ないし数名の合計得票数。

257



た
。
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
で
は
、
奈
良
市

で
二
回
連
続
し
て
落
選
の
う
き
め
を
み
た
立
憲
政
友
会
で
は
あ

っ
た
が
、
市
会
で
は
ま
だ

こ
の
時
期
、
過
半
数
を
抑
え
る
勢
力
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
市
会
内
に
お
け
る
立
憲
政
友
会
系
議
員
に
対
す
る
憲
政

会
系
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
他
会
派
と
の
矛
盾
も
大
き
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

そ
の
上
に
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
米
騒
動

(大
正
七
年

一九
一八
)
の
勃
発

(坤
鱆
講
遊
節
)、
そ
し
て
そ
れ
を
契
機
に

一
気

に
高
ま

っ
た

諸

々
の
分
野
を
通
じ
て
の
社
会
運
動
の
勃
興
の
影
響

で
あ
る
。
い
ま
ま
で
は
政
治
の
舞
台
に
登
場
し
な
か

っ
た
大
衆
的
な
動
き
を
、
だ

れ
し
も
身
近
に
感
ぜ
ず
に
は
お
れ
な
い
状
況
が
出
現
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

市
会
議
員
の
選
挙
は
、
明
治
四
十
四
年

(一九
=
)
の
法
改
正
で
三
級
選
挙
は
そ
の
ま
ま
で
あ

っ
た
が
四
年
ご
と
に
全
員
改
選
と
し
、

投
票
も
単
記
に
変
わ

っ
た
。
そ
の
選
挙
法
に
基
づ
い
て
、
大
正
二
年

(一九
三
)
四
月
、
全
市
会
議
員
が
改
選
さ
れ
、

同
六
年
、
同
十
年

に
も
そ
れ
ぞ
れ
市
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
大
正
六
年
の
選
挙
ま
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
市
会
で
は
立
憲
政
友
会
系
の
議
員
が

多
数
を
占
め
て
い
た
。
そ
し
て

「
議
員
間
党
派

ノ
軋
轢
ナ
シ
」
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
米
騒
動
以
後

に
な
る
と
変
化
が

目
立

つ
よ
う
に
な

っ
た
。

米
騒
動
の
翌
年
の
大
正
八
年

(
一九
一九)
六
月
、
市
長
候
補
選
任
の
た
め
の
奈
良
市
会
が
開
か
れ
た
。
同
心
会
が
、
元
奈
良
警
察
署
長
、

南
葛
城

・
磯
城
郡
長
で
当
時
神
奈
川
県
三
浦
郡
長
で
あ

っ
た
佐
川
福
太
郎
を
推
薦
し
て
、
大
森
吉
秋
を
推
す
玉
砕
会
と
対
立
し
た
。
結

局
、
全
会
の

一
致
が
得
ら
れ
ず
、
第

一
候
補
佐
川
福
太
郎
、
第
二
候
補
鍵
田
忠
次
郎
と
、
い
ず
れ
も
同
心
会
推
薦
者
が
多
数
決
で
選
ば

れ
た
。
立
憲
政
友
会
派
の
数
が
も
の
を
い
っ
た
の
で
あ
る
。

佐
川
福
太
郎
は
同
年
七
月
、
市
長
に
就
任
し
た
が
、
上
水
道

の
完
成
と
関
連
し
て
企
画
さ
れ
た
的
野
川
電
気
事
業

の
市
営
化
な
ど
を

め
ぐ

っ
て
、
市
財
政
窮
迫
の
折
か
ら
強
い
批
判
を
浴
び
た
。
大
正
十
年

(一九
二一)
三
月
に
は
、
『
奈
良
新
聞
』

の
創
始
者

で
あ

っ
た
赤

堀
自
助
ら
が
市
当
局
者
の
非
立
憲
的
態
度
を
糾
弾
し
、
市
内
鵲
町
の
天
理
教
会

で
市
民
大
会
を
開
き
、
二
〇
〇
〇
人
を
集
め
た
。
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佐
川
市
長
糾
弾
、
市
政
革
新
の
市
民
大
会
を
開
く
な
ど
、
活
発
な
運
動
を
展
開
し
た
の
は
、
市
会
会
派
の
市
政
研
究
会
な
ど
憲
政
会

勢
力

で
あ

っ
た
が
、
か
れ
ら
は
い

っ
ぽ
う
で
大
正
八
年

(一九
一九)
十
二
月
に
は
奈
良
県
普
通
選
挙
期
成
同
盟
会
を
組

織
し
て
、
普
通
選

挙
運
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
そ
の
動
き
は
そ
の
後
し
だ
い
に
力
を
得
て
発
展
し
た
。

「成
る
可
く
は
屋
内
集
会
に
し
て
貰
い
度
い

村
尾
署
長
の
談
」

本
県
普
選
同
盟
主
催
の
普
選
促
進
大
会
が
五
日

(大
正
十

一
年
二
月
)
に
開
催
予
定
で
あ
る
。
こ
の
屋
外
集
会
に
つ
い
て
、
村
尾
奈
良
署
長
は
、

絶
対
禁
止
の
意
志
で
は
な
い
が
、
屋
内
の
集
会
に
し
て
も
ら
い
た
い
等
の
談
話
を
発
表
し
た
。
主
義
者
が
こ
れ
を
利
用
し
な
い
か
と
憂
え
て
の
こ

と
で
あ
ろ
発

(
『奈
良
新
聞
』
大
正

十
一年
二
月
四
日
付
)

「普
選
大
会
前
の
素
晴
ら
し
い
勢
い

騎
馬
車
隊
で
市
中
に
大
宣
伝
」

全
国
普
選
デ
ー
の
昨
日
、
本
県
普
選
同
盟
会
で
も
騎
馬
車
隊
を
連
ね
、
ビ
ラ
を
ま
き
演
説
を
す
る
な
ど
気
勢
を
あ
げ
、
今
夜
の
大
会
に
は
五
千
以

上
の
人
が
集
ま
る
で
あ
ろ
う
と
語
り
合

っ
て
い
た
。

(同
二
月

六
日
付
)

わ
ん
し
や

「尾
花
劇
場
に
挙
げ
た
普
選
即
行
の
叫
び

騎
馬
と
腕
車
の
大
宣
伝

聴
衆
早
く
も
場
に
満
つ
」

去
る
六
日
大
阪
中
央
公
会
堂
で
挙
げ
た
西
日
本
普
選
大
会
の
後
を
う
け
本
県
普
選
同
盟
会
で
は
、
八
日
、
大
演
説
会
を
行
な

っ
た
が
、
こ
れ
に
先

だ
ち
、
ビ
ラ
を
ま
く
な
ど
し
て
気
勢
を
あ
げ
た
。

(同
大
正
十
二
年

十
一月
九
日
付
)

こ
う
し
た
奈
良
市
の
新
た
な
政
治
的
動
き
の
な
か
で
行
わ
れ
た
大
正
十
年
の
市
会
議
員
選
挙
で
は
、
三
〇
人
の
議
員
の
う
ち

一
四
人

の
新
人
が
当
選
し
た
。
「市
会
未
曾
有
の
こ
と
」
(
『奈
良
新
聞
』
大
正

十
年
四
月
六
日
付

)
と
注
目
さ
れ
た
。
『
奈
良
新
聞
』

の
報
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
三

級
選
挙
で
は
非
政
友
派
が
八
七
二
票
で
、
四
〇
六
票

の
政
友
派
を
圧
倒
、
二
級
選
挙
で
は
政
友
派
が
勝
ち
、

一
級
選
挙
で
は
非
政
友
派

の
勝
利
に
終
わ

っ
た
と
い
う

(同
四
月

三
日
付
)
。
「投
票
の
内
わ
け
を
み
る
と
、
非
政
友
派
九
九
八
票
、
政
友
派
六
七
〇
票
、
中
立
三
九
三
票
。

当
選
し
た
議
員
の
得
票
に
つ
い
て
み
る
と
、
非
政
友
派
八
七
四
票
、
政
友
派
三
八
六
票
、
中
立
二
九
八
票
し
(同
四
月

九
日
付
)

で
あ

っ
た
。
ー
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奈
良
市
政
界
の
変
化
を
あ
ら
わ
す
結
果
で
あ

っ
た
。
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2

上
水
道
の
建
設

さ
て
、
大
正
期
の
奈
良
市
政
の
大
き
な
課
題
と
成
果
の

一
つ
に
上
水
道
の
建
設
問
題
が
あ
る
。

こ
の
上
水
道

の
建

設
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

『奈
良
市
水
道
五
十
年
史
』
(賺
椴
肺
林
磁
鞨
、)
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
ご

く
要
点
に
つ
い
て
記
述
す
る
に
と
ど
あ
る
。

衛
生
施
設
と
し
て
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
奈
良
市
の
都
市
計
画
の
歴
史
の
上
で
も
、
そ
の
根
幹
と
な
る
べ
き
最
も
大
き
い
問
題
の

一
つ
に
上
水
道
の
建
設
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
元
来
、
奈
良
地
方
は
春
日
山
な
ど
か
ら
流
れ
出
る
水
量
は
少
な
く
、
地
下

水

も
豊
富

で
は
な
く
、
井
戸
水
の
質
も
決
し
て
良
い
と
は
い
え
な
か

っ
た
。
奈
良
市
民
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
飲
料
水
事
情
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
ど
ん
な
問
題
を
か
か
え
て
い
た
の
か
、
そ
れ
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

上
水
道
建
設
計
画
に
と
も
な
い
奈
良
市
が
行

っ
た
調
査
報
告
に

「奈
良
市
衛
生
事
項
調
査
書
」
が
あ
り
、
奈
良
市
民
の
飲
料
水
に
は
、

深
刻
な
問
題
が
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
奈
良
市
内
の
井
戸
の
総
数
は
、
四
五
三
四
を

数
え
た
が
、
「
其

儘
飲
料

二
供

シ
得

ヘ
キ
井
戸
数
」
は
、
わ
ず
か
に

一
四

・
六
鮃
の
六
三
八
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
あ
と
は

「煮
沸
飲
料

二
供
シ
得

ヘ
キ
」

も

の

一
八
〇
六

(三
九

・
八
響
)、
「濾
過
飲
料

二
供
シ
得

ヘ
キ
」
も
の

一
〇
七

(二
・
四
響
)、
「煮
沸
濾
過
飲
料

二
供

シ
得

ヘ
キ
」

も
の

四
二
四

(九
・
四
暫
)
な
ど
で
、
な
ん
ら
か
の
手
当
を
講
じ
て
飲
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま

っ
た
く

「改
善

ヲ
要

ス
ル
」

も
の

が

一
五
五
九

(ゴ
西

・
四
鮃
)
も
あ
る
と
い
う
状
況

で
あ

っ
た
。
そ
の
結
果
、
「
飲
料
水
ヲ
購
入
シ
ツ
ツ
ア
ル
戸
数
」

が
二
〇
四
戸
も
あ

り
、
そ
の
購
入
費
が

一
か
年
、

一
五
八
九
円
で
あ

っ
た
と
い
う
。

奈

良

市

の

飲

料

水

問

題
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そ

し

て

「
飲

料

水

二
困

憊

ヲ
嘗

メ

ッ

ツ

ア

ル
状

況

及
其

事

例

」

と

し

て
、

同

調

査

報

告

は

つ
ぎ

の

よ
う

に
述

べ

て

い

る
。

上
記
井
戸
総
数

四
五
三
四
中
、
水

量

ノ
多

キ
モ
ノ
極

メ
テ
少

ナ
ク
、
殊

二
夏
季

ノ
如
キ

ハ

一
般

二
井
水
涸
渇

シ
、
市
民

ハ
良
井

ヲ
有

ス
ル
モ

ノ

ニ
就
キ
、
僅

カ

ニ
飲
料

用

ヲ
貰

ヒ

テ
其

ノ
用

ヲ
弁

シ

ツ
ツ
ア
リ
。

尚
市

ノ
井
戸

ハ
凡
テ
極

メ

テ
深
ク
、
水
面

マ
デ
五
丈
又

ハ
七
丈

二
及
ブ

モ
ノ
少

ナ
カ
ラ
ズ
。
而

モ
尚
涸
水

ア
ル
コ
ト
屡

々
ナ
ル
ヲ
以

テ
、
争

テ

深
ク
掘

リ
下

グ

ル
コ
ト

ヲ
努

メ

ツ
ツ
ア
リ
。

サ

レ
ド
甲

ノ
井
戸

ヲ
深

ク
ス
レ
バ
、
乙

ノ
井
水

ヲ
涸

ル
ル

コ
ト
ア
リ

テ
、
争
論

ノ
生
ズ

ル
場
合
屡

々

ア
リ
。
斯

ノ
如

ク

一
般

二
水
量
乏

シ
キ

ヲ
以
テ
、
市
民

ハ
水

ヲ
節
約

ス
ル

コ
ト
甚
ダ

シ
ク
、
洗
濯

ヲ
ナ
ス

ニ
当
リ
下
水
路

ヲ
流

ル
ル
水

ヲ
用

フ
ル

ヲ
敢

テ
ス
ル
モ

ノ
ア
リ
、
或

ハ
洗
滌

ノ
度
数

ヲ
減
ジ
、

一
旦
使
用

シ
タ
ル
水

ヲ
道
路
其

ノ
他

ノ
撒
水
用

ト
ナ
ス
ノ
状
況

ナ
リ
。

殊

一二

昨
年
夏
期
干
魃

ノ
際

ノ
如

キ
、
市
内
井
水
到

ル
処
涸
渇

ヲ
免

レ
ザ

ル

ハ
ナ
ク
、
偶

々
余
水

ヲ
存

ス
ル
モ
ノ

ハ
市
民
争

フ
テ
之

二
蟻
集
シ
、

水
料

ノ
価
格
遂

二

一
荷
弐
拾
銭

(
一
石

〔11
約

一
八
〇
団哲

凡
ソ
八
拾
銭
ノ
割
)

二
暴
騰

セ
シ
モ
、
而

モ
尚
ホ
之

ヲ
得

ル
能

ハ
ザ

ル
惨
状

ヲ
呈

シ
タ
リ
。

直
接
公
衆
衛
生
上

二
関
係

ア
ル
業
体

二
付
、
飲
料
水
不
良

ノ
為

メ
又

ハ
営
業
用
水
欠
乏

ノ
為

メ
影
響

ヲ
及
ボ

ス
事
例
。
清
涼
飲
料
水
製
造

所

・

旅
館

・
料
理
屋
、
其
他
飲
食
店
等
、
直
接
公
衆
衛
生
上

二
関
係

ア
ル
業
体

ハ
、
飲
料
水
不
良

ノ
為

メ
著

シ
ク
営
業
上

二
其
影
響

ヲ
受
ケ
、
何

レ

モ

良
好

ナ
ル
飲
料
水

ヲ
得

ル

ニ
困
難

シ

ツ
ツ
ア
リ
。
湯
屋

ノ
如
キ

ハ
何

レ
モ
数
百
問

(
一
間
は
約

一
・
八
二
綴
)、
甚

シ
キ

ハ
千

間

(
一
・
八
キ
。
)
以
上

ノ
遠
隔

ノ
水
源

ヨ
リ
巨
額

ノ
借
地
料

ヲ
支
払

ヒ
、
引
水
管

ヲ
布
敷

シ
、
辛
ジ

テ
営
業
用
水

ヲ
求

メ
ッ
ツ
ア
リ
。

給
水

ノ
状
況
斯

ノ
如
ク
ナ

レ
バ
、

従

テ
使
用
水
節
約

ノ
為
、
浴
客

ヲ
シ
テ
十
分
湯
水

ヲ
使
用

セ
シ
メ
ザ

ル
ガ
故
、
浴
場

ノ
内
外
不
潔

ヲ
極

メ
ッ
ツ
ア
リ
。
此
等
営
業

者
が
不
良

水
并

二
水
量
欠
乏

ノ
為

メ

ニ
、
営
業
上

二
蒙

ル
打
撃
及

一
般
公
衆
衛
生
上

二
及
ボ

ス
影
響

ハ
、
茲

二
統
計
的
数
字

ヲ
以

テ
表

ハ
ス
事

ハ
困
難
ナ
レ
ト
モ
、

直
接
間
接

ノ
損
害

ハ
蓋

シ
鮮
少

ナ
ラ
ザ

ル
モ
ノ
ア
リ
。

(
『奈
良
県
行
政
文
書

奈
良

市
水
道
公
債
書
類
』
所
収

)

こ
う

し

た
飲

料

水

不

良

の
状

況

は
、

当

然

の

こ
と

な

が

ら

市

民

の
衛

生

環

境

に
も

重

大

な

問

題

を

な

げ

か

け

て

い
た

。

む

し

ろ

上

水

道

建

設

の
必

要

は
、

こ

の
衛

生

環

境

の
改

善

が

最

も

緊

要

の
課

題

と

考

え

ら

れ

た

か

ら

で
あ

る

と

い

っ
て
も

過

言

で
は

な

い
。

右

の
報
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告
書
が

「奈
良
市
衛
生
事
項
調
査
書
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
冒
頭
に

「
既
往
十
年
間

二
於
ケ
ル
市

ノ
人
口
及
伝
染
病
予
防
及
治
療

ノ
為

メ

ニ
要
シ
タ
ル
金
額
」
と
し
て
、

つ
ぎ
の
数
字
を
挙
げ
て
い
る
の
も
、
飲
料
水
問
題
が
市
民
の
衛
生
環
境
と
最
も
緊
切
に
結
び

つ
い
て

い
る
問
題
だ
と
い
う
認
識
が
、
奈
良
市
当
局
に
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

年

次

明
治
三
十
八
年

同

三
十
九
年

同

四

十

年

同

四
十

一
年

同

四
十
二
年

同

四
十
三
年

同

四
十
四
年

同

四
十
五
年

大
正

元
年

同

二
年

同

三
年

(合
計

人

口

三
〇
、

一
六
〇

三
〇
、
八

一
六

三

一
、

四
二

一

三

二
、

二
一一=

三
三
、
六
九

四

三

四
、
七
五
六

三
五
、
七
三
〇

三
六
、
八
三
五

三
八
、

一
六
九

四
〇
、

一
七
七

伝
染
病

患
者
数

一
〇

一
四

二
三

五

一
一
九

二
五

二
二

一
六

六

四
四
八

二
九

二

伝
染
病
予
防

二

要

シ
タ

ル
金
額

三

一
三
円
八
二
四

八
〇
八
、

一
六
〇

一
八
二
六
、
四
五
七

=
二
九
八
、
六
五
〇

一

二
五
〇
九
、

一
二
〇

二
二
六
七
、
九
四
〇

二
六
七
〇
、
○
○
〇

一
三
五
〇
、
八
〇
〇

一
六
七
八
、
七
〇
〇

=

二

一
、
八
六
〇

二
五
九

四
五
、
五

一
一

全

治
療

ノ
為

メ
ニ

要

シ
タ

ル
金
額

三
五
円

一
四
三

二
六
、

八
八
四

七
七
、

二

一
七

六
四
、

六
六
〇

一
三
、

四

一
〇

七
六
、
三
七
〇

九
五
、
○
○
〇

一
〇
六
、
二
四
〇

七
四
六
、

一
六
〇

五
七
二
、
六
〇
〇

一
八

一
三
、
六
八
四
)

(
『奈
良
県
行
政
文
書

良
市
水
道
公
債
書
類
』
奈
)

し
か
も
、
す
で
に
明
治
四
十
二
年

(一九〇九)、
鉄
道
院
に
よ
る
奈
良
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
「観
光
奈
良
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
よ
り
高
ま

っ
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て
お
り
、
そ
の
上
汽
車

.
電
車
を
利
用
し
て
、
奈
良
を
訪
れ
る
人
々
の
数
も
年

々
増
え

(獣
圧
籍
鶴
総
鉱
掴
㏄
肋
鼡
噂
加
嫌
娘
叛
塘
翩
覇
凱
藷
疎
憐
露
从
潰

鱗
骼
総
磁
卜
℃
薫
翫
籍
麭
鵬
劭
ガ
一一動
醉
鮪
痘
呱
一一畝
默
埋
壕
敵
爛
囀
凡
耽
附
勧
緲
勦
猷
嫩
瀰
糠
○の
捺
娘
耀
切
荊
嘲
轄
撚
靄
癬
勤
瓶
胡
獅
肪
針
)
、
奈
良
市
内

で
宿
泊
す
る
人
も
、

大
正
元
年

(
一九
三
)
に
は

1
七
>fi

1
1
七
八
人

(阡
畑
坪
燗
)

に
達
し
て
い
た
。

飲
料
水
問
題
の
解
決

は

「観
光

奈
良
」

の
た
め
に

も
緊
要
の
課
題
で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
、
明
治
四
十
二
年

(
一九
〇九)
の
第
五
十
三
連
隊
の
奈
良
市

へ
の
常
駐
に
と
も
な
う
大
量

の
水

の
使
用
、
大
正
三
年

(
一九
西
)

鉄
道
院
に
よ
る
奈
良
駅
の
拡
張
11
大
機
関
庫

の
建
設
計
画
に
よ
る
給
水
問
題
等
、
奈
良
市
が
上
水
道
建
設
を
不
可
欠

の
課
題
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
は
、
年
々
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
多
数
の
重
要
文
化
財
を
も

つ
社
寺
の
防
火
対
策
か
ら
も
上
水

道
建
設
問
題
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
奈
良
市
に
と
っ
て
、
上
水
道
の
必
要
は
早
く
か
ら
市
政
の
重
要
課
題
と
な

っ
て
い
た
。
す
で
に
奈
良

県
で
は
、
明
治
四
十
二
年

(一九〇九)、
奈
良
公
園
改
良
調
査
会
を
発
足
さ
せ
、
そ
の
中
心

に
春

日
山
中

に
貯
水
池

を
設
け
る
案
を
も

っ
て
い
た
。
奈
良
市
で
も
同
年
九
月
、
臨
時
市
是
調
査
会
で
上
水
道
問
題
が
市
の
正
式

の
機
関
と
し
て
は
じ
め
て
審

議

の
対
象
と
な

っ
た
。
翌
年
四
月
、
市
参
事
会
で
上
水
道
調
査
員
任
用
の
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
京
都
帝
国
大
学
大
藤
高
彦
博

士

の
工
務
所
に
勤
務
し
て
い
た
今
井
久
吉
と
、
そ
の
助
手
と
し
て
堀
越
重
助
を
迎
え
、
調
査
を
始
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、

佐
保
川
を
水
源
と
す
る
案
に
基
づ
き
、
同
年
十
月
、
水
道
建
設
の
根
本
資
料
と
な
る
六
〇
〇
分

の

一
の
佐
保
川
水
源
地
図
が
完
成
し
た
。

い
っ
ぽ
う
、
翌
明
治
四
十
四
年

(
一九
=
)
五
月
に
は
、
市
で
編
成
し
た
上
水
道
視
察
団
が
岡
山

・
下
関
両
市
を
視

察
、

ま
た
七
月
に

は
仙
台

・
塩
釜
を
は
じ
め
東
北
地
方
の
水
道
施
設
や
建
設
状
況
を
視
察
し
た
。
明
治
四
十
五
年
四
月
に
は
奈
良
市
上
水
道
敷
設
に
関
す

る
協
議
会
が
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、
市
会
も
上
水
道
敷
設
の
件
を
可
決
、
内
務
大
臣
を
は
じ
あ
各
方
面
に
認
可
申
請
書

・
国
庫
補
助
申

請
書
な
ど
を
提
出
し
、
そ
の
実
現
を
は
か

っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
申
請
を
受
け
て
派
遣
さ
れ
た
内
務
省
技
官
は
、
佐
保
川
は
水
量
が
き

上

水

道

建

設

計

画
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わ
め
て
少
な
く
、
か

つ
そ
の
流
水
は
下
流

の
水
田
の
灌
漑
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
水
源
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
復
命
、
大

正
元
年

(
一九
三
)
九
月
、
奈
良
県

に
対
し
て
再
調
査
を
命
じ
、
佐
保
川
水
源
案
は
、
結
局
日
の
目
を
見
な
か

っ
た
。

新
た
な
模
索
が
始
あ
ら
れ
、
削
井

の
案
な
ど
も
出
た
が
、
鉄
道
院
に
よ
る
奈
良
駅
機
関
庫
建
設
問
題
も
浮
上
し
、
改
め
て
大
正
三
年

(
一九
西
)
四
月
に
い
た
り
、
工
学
士
住
田
義
夫
を
水
道
主
任
技
師
に
任
じ
、
水
道
調
査
事
務
を
本
格
的

に
開
始
し
た
。

そ
の
結
果
、
七

月
、
水
源
を
は
る
か
に
遠

い
け
れ
ど
も
木
津
川
に
求
め
る
こ
と
に
し
、
京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
大
字
鹿
背
山

一
本
松

に
取
入
口
を
設
け

る

こ
と
に
決
定
し
た
。

つ
い
で
配
水
管
敷
設
線
路

の
測
量
を
終
え
る
と
と
も
に
、
十
月
に
工
事
設
計
書
が
で
き
、
予
算
案
を
作
成
、
十

二
月
二
十
八
日
、
水
道
敷
設
案
を
市
会

に
提
出
、
可
決
確
定
を
み
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
即
日
、
事
業
認
可
申
請

・
国
庫

補
助
請
願
書

・
県
費
補
助
申
請
書
を
そ
れ
ぞ
れ
関
係
機
関

に
提
出
し
た
。

そ
の
時
、
提
出
さ
れ
た

「
奈
良
市
水
道
敷
設
費
国
庫
補
助
請
願
書
」
は

つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

我
奈
良
市
ハ
京
阪
ノ
中
枢
二
位
シ
交
通
至
便
、
市
勢
逐
年
発
展
ノ
域
二
進
ミ
ツ
ツ
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
地
ハ
千
年
ノ
古
都
ニ
シ
テ
到
ル
処
名
勝
古

蹟
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
ク
、
風
光
亦
明
媚
、
我
国
ノ
公
園
ヲ
以
テ
目
サ
レ
、
内
外
観
光
ノ
旅
客
四
時
踵
ヲ
接
ス
ル
ニ
係
ラ
ズ
、
附
近
極
メ
テ
水
二
乏
シ

ク
市
民
ノ
飲
料
水
ノ
如
キ
モ
水
質
大
半
不
良
ニ
シ
テ
且
水
量
ノ
乏
シ
ク
、
例
年
井
水
ノ
涸
渇
ヲ
免
ル
ル
モ
ノ
少
ナ
シ
、
加
之
正
倉
院
其
他
幾
多
ノ

貴
重
ナ
ル
国
宝
ハ
我
国
美
術
ノ
精
華
ト
称
セ
ラ
レ
、
是
等
ノ
建
築
二
対
ス
ル
防
火
ノ
設
備
モ
亦
忽
ニ
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
従
来
屡
々

水
道
敷
設
ヲ
画
策
セ
ラ
レ
シ
モ
適
当
ノ
水
源
ヲ
得
ザ
ル
ト
、
市
財
政
ノ
状
況
二
鑑
ミ
之
レ
ガ
決
行
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ザ
リ
シ
ガ
、
必
要
ナ
ル
飲
料
水

並
二
防
火
用
水
ヲ
備
フ
ル
ハ
焦
眉
ノ
急
二
属
シ
、
最
早

一
日
モ
之
ヲ
緩
フ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
市
民
挙
ツ
テ
皆
之
ガ
敷
設
ノ
渇
望

シ
ツ
ツ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
今
回
木
津
川
ヲ
水
源
ト
シ
、
来
ル
大
正
四
年
度
ヨ
リ
三
箇
年
継
続
事
業
ト
シ
テ
水
道
敷
設
ノ
件
満
場

一
致
ヲ
以
テ
市
会
決

議
候
処
、
市
費
多
端
ニ
シ
テ
其
費
用
ノ
負
担
二
堪
ヘ
ズ
候
間
、
何
卒
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
工
費
金
八
二
二
、
〇
九
五
円
二
対
シ
ニ
〇
五
、
○
○

○
円
国
庫
ヨ
リ
御
補
助
相
仰
度
、
関
係
書
類
及
図
面
相
添
へ
此
段
奉
願
候
也
。
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大
正
三
年
十
二
月
二
十
八
日

奈
良
市
長

西
庄

久
和

内
務
大
臣

大
隈

重
信
殿

大
蔵
大
臣

若
槻
礼
次
郎
殿

と
こ
ろ
が
、
内
務
、
大
蔵
両
省

に
提
出
し
た
水
道
敷
設
請
願
書
は
、
大
正
四
年

(一九
三
)
度
に
お
い
て
国
庫
補
助

が
困
難
と
い
う
理

由

で
、

一
部
却
下
さ
れ
た
の
で
、

一
部
財
政
計
画
を
変
更
、
大
正
四
年
四
月
再
提
出
し
た
。
し
か
し
こ
れ
も
ま
た
同
年
七
月
、
再
修
正

さ
れ
、
よ
う
や
く
大
正
四
年
十
月
に
水
道
敷
設
、
十

一
月
に
水
道
公
債
の
件
に
つ
い
て
の
中
央
官
庁
の
認
可
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
て
い
よ
い
よ
敷
設
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

と
き
あ
た
か
も
第

一
次
世
界
大
戦
の
影
響
が
日
本
経
済
に
も
深
く
お
よ
び
、
水
道
敷
設
の
最
も
主
要
な
材
料
で
あ
る
鉄
管
を
は
じ
め

諸
物
価
が
暴
騰
し
た
。
そ
の
た
め
に
当
初
の
予
算
で
は
、
事
業
の
推
進
が
む
ず
か
し
く
な

っ
た
。
そ
こ
で
計
画
の

一
部
変
更
お
よ
び
事

業
縮
小
を
有
利
と
し
、
そ
の
変
更
手
続
き
を
行
い
、
大
正
五
年

(
一九
一六)
五
月
に
い
た

っ
て
、
市
会
の
議
決
を

へ
て
、

こ
こ
に
敷
設
計

画

が
最
終
的
に
確
定
し
た
。

さ
て
、
水
道
建
設
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
奈
良
市
で
は
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
あ
に
、
市
役
所
内
に
水
道
敷

設
部
を
設
け
た
。
水
道
建
設
事
業
は
大
正
五
年

(
一九
一六)
度
か
ら
、
同
十
年
度
に
い
た
る
六
か
年
継
続
事
業
と
さ

れ
、
総
工
費
予
算
と
そ
の
内
訳
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

総
工
費
予
算

一
五
三
万

一
八
七
〇
円

内
、
国
庫
補
助
金

三
六
万
二
五
三
三
円

県
費
補
助
金

一
三
万
○
○
○
○
円

上

水

道

建

設

事

業

の

実

施
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市

費

二
九
万
四
六
四
七
円

宮
内
省
下
賜
金

一
万
○
○
○
○
円

市

債

七
三
万
四
六
九
〇
円

大
正
五
年

(
一九
エ
ハ)
六
月
に
は
、
京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
大
字
鹿
背
山
水
源
地
用
地
な
ら
び
に
鉄
管
線
路
用
地
の
買
収
、
協
議
が
は

じ
め
ら
れ
、
八
月
十
九
日
、
木
津
町
の
現
地

に
お
い
て
、
上
水
道
敷
設
の
第

一
歩
で
あ
る
地
鎮
祭
が
挙
行
さ
れ
、

つ
い
で
十

一
月
二
十

七
日
、
水
道
起
工
式
を
行
い
、
実
地
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

さ
て
、
そ
の
奈
良
市
上
水
道
の
設
備
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
こ
こ
に
そ
の
概
要
を
述

べ
て
お
こ
う
。

水
源
の
取
入
口
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
の
中
心
街
を

へ
だ
た
る
約
十
八
町

(約
ニ
キ
ロ
齎
)
の
上
流
、
木
津

川

の
左
岸
、
同
町
鹿
背
山
に
設
け
、
こ
こ
に
電
動
の
取
水
ポ
ン
プ
を
据
え
付
け
、

一
分
間
に
二
五
石

(約
四
・
五
立
方
折
)
の
水
を
内
径

一
六
移
の
鉄
管
に
よ

っ
て
浄
水
場
に
送
水
す
る
。
浄
水
場
に
は
沈
澱
池
と
濾
過
池
を
設
け
る
。
取
水
ポ
ン
プ
か
ら
送

ら
れ
た
水
は
い

っ

た
ん
沈
澱
池
に
入
り
、

一
日
間
浮
遊
物
を
沈
澱
し
て
、
濾
過
池
に
入
り
、
砂
濾
さ
れ
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
た
。
水

が
砂
の
層
を
通
過

す

る
速
さ
、
す
な
わ
ち

一
定
時
に
濾
過
す
べ
き
水
量
は
自
動
濾
過
率
調
整
器
の
作
用
で
つ
ね
に
不
変
に
保
た
れ
、
た
と
え
降
雨

の
た
め

水
源
が
濁

っ
て
も
常
に

一
定
の
清
浄
な
水
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

鹿
背
山
水
源
地
の
敷
地
は
総
坪
数
六
四
六
〇
坪

(約
二
万

一
三
五
〇
平
方
毓
)
で
、
そ
の
中
に
総
容
積
三

一
五
六
立
方
層

の
沈
澱
池
二

個
を
有
し
、
十
豺
ン竪
形
ヒ

ュ
ー
ガ
ル
ポ

ン
プ
を
も

っ
て
木
津
川
か
ら
揚
水
し
、
そ
の
揚
水
量
は

一
時
間
四
八
九
立
方
諸

で
あ
る
。
な
お

こ
れ
に
二
台
の
予
備
ポ
ン
プ
を
備
え
て
万

一
に
備
え
、
濾
過
池
は
四
個
を
設
け
総
容
積
二
七
七
六
立
方
赭
で
あ

っ
た
。

濾
過
さ
れ
た
浄
水
は
さ
ら
に
送
水
ポ

ン
プ
に
よ
り
、
木
津
町
の
釜
ケ
谷
、
梅
谷
、
市
阪
を

へ
て
奈
良
街
道
を
南
進
し
、
浄
水
場
を

へ

だ
た
る
こ
と
約
五
〇
町

(約
五

・
五
キ
ロ
)
で
、
同
地
盤
上
二
八
〇
尺

(約
八
五
綴
)
の
高
所
に
あ
る
奈
良
阪
配
冰
池

に
送
ら
れ
る
。

送
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水
管
は
内
径

一
六
刋ン
の
鉄
管

一
条
で
、
送
水
ポ
ン
プ
の
揚
水
量
は
二
台

で
、

一
分
間
に

つ
き
二
五
石

(約
四
・
五
立
方
層
)
の
予
定
で
あ
っ

た
。奈

良
市
の
土
地
は
傾
斜
が
は
な
は
だ
し
い
た
め
、
同

一
の
池
か
ら
全
市
に
配
水
す
る
の
は
経
済
上
不
利
益
な
の
で
、
全
市
を
高
地
区

と
低
地
区
に
二
分
し
て
配
水
す
る
こ
と
に
し
た
。
低
地
区
に
対
し
て
は
た
だ
ち
に
奈
良
阪
配
水
池
か
ら
給
水
す
る
が
、
高
地
区
に
対
し

て
は
さ
ら
に
奈
良
阪
配
水
池
に
設
け
る
ポ
ン
プ
の
力
を
借
り
、

一
分
間
に
五
石
五
斗

(約

一
立
方
層
)
の
割
合

で
給

水
す
る
。
も

っ
と

も
余
剰
が
あ
れ
ば
、
奈
良
阪
配
水
池
地
盤
上

一
五
〇
尺

(約
四
五

・
五
督
)
の
高
所
に
設
け
る
二
月
堂
上
の
い
わ
ゆ

る
高
地
区
配
水
池

に
送
ら
れ
て
貯
え
ら
れ
る
水
が
あ
る
の
で
、
高
地
区
の
給
水
は
ポ
ン
プ
で
直
送
さ
れ
る
ほ
か
、
こ
の
高
地
区
配
水
池

か
ら
も
給
水
で
き

る
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
。

前
記
の
二

つ
の
配
水
池
は
い
ず
れ
も
十
数
時
間
分
に
対
す
る
給
水
量
を
貯
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
必
要
に
応

じ
、
特
定
箇
所
に

多
量
の
水
を
供
給
す
る
こ
と
も
で
き
、

こ
と
に
高
地
区
に
お
け
る
防
火
力
は
強
化
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
た
。

排
水
管
の
配
列
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。
低
地
区
に
対
し
て
は

一
六
豺
ン管

で
奈
良
阪
配
水
池
か
ら
奈
良
阪
を
下
り
、
手
貝
通
り

を
南
下
し
中
御
門
町
に
い
た
り
、
こ
こ
か
ら

一
四
刋
ン
管
と
な

っ
て
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校

(現
奈
良
女

子
大
学

)
前
を
過
ぎ

て
東
向
通
り
を

へ
て
三
条
通
り
に
出
る
。
こ
こ
で
三
条
線
を
分
岐
し
、

こ
の
分
岐
線
は

一
〇
刋ン
管

で
三
条
通
り
を
西
行
し
国
鉄

(現
J
R

)

の
奈
良
駅

に
い
た
る
。
幹
線
は
三
条
線
か
ら
分
か
れ
て

一
二
薺
ン
管
で
餅
飯
殿
通
り
を
南
下
し
鳴
川
町

で

一
〇
移
管
と
な
り
、

京
終
駅
前
に
い
た

る
。高

地
区
の
配
水
は
、
そ
の

一
部
分
で
あ
る
奈
良
阪
町
付
近
は
地
形
の
関
係
上
、
高
地
区
送
水
ポ
ン
プ
か
ら
直
送
給
水
す
る
が
、
そ
の

他

の
大
部
分
は
高
地
区
配
水
池
か
ら
給
水
す
る
。
そ
の
配
水
幹
線
は

一
〇
移
管

で
、
奈
良
阪
ポ
ン
プ
室
を
出
て
、
低
地
区
配
水
幹
線
と

並
行
し
て
奈
良
阪
を
南
下
し
、
押
上
町
で
春
日
線
と
大
仏
線

(寺
内
線
と
も

言
わ
れ
た

)
と
に
分
岐
し
、
と
も
に
八
～
六
刋ン
管

で
高
地
区

の
周
囲
を
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輪
状
に
連
絡
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
春
日
線
は
八
移
管

で
二
月
堂
前
を
南
行
し
、
若
草
山
麓
を
過
ぎ
、
水
谷
川
を
渡
り
、

春

日
神
社
お
よ
び
春
日
若
宮
を

へ
て
、
高
畑
に
出

て
、

こ
こ
で
六
ぢ
管
に
な
り
、
西
行
し
て
清
水
町
に
い
た
り
、
大
仏
線
に
つ
な
が
る
。

大
仏
線
は
八
豺ン
管
で
大
仏
殿
の
東
お
よ
び
南
を
回

っ
て
、
六
移
管
と
な
り
水
門
町
、
登
大
路
町
を

へ
て
裁
判
所
前
か
ら
南
下
し
、
北
円

堂

・
南
円
堂
付
近
を
過
ぎ
て
三
条
通
り
に
出
、
東
行
し
て
春
日

一
ノ
鳥
居
前
か
ら
南
行
し
清
水
町

で
春
日
線
と
連
絡
す
る
。

こ
の
幹
線
か
ら
配
水
支
管
が
全
市
を
網
状

に
連
絡
し
て
各
家
庭

に
給
水
し
、
ま
た
各
所
に
制
水
弁
お
よ
び
防
火
栓
を
設
け
る
ほ
か
、

数
十
個
の
共
用
栓
を
公
設
し
、
各
般

の
便

に
供
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
ま
た
火
災
が
発
生
し
た
と
き
、
コ
咼
地
区
海
面
上
二
九
〇
尺

(約
八
八
諸
)
ノ
地
点

ニ
ア
リ
テ
ハ
地
上
凡
ソ
ニ
ニ
○
尺

(約
六
七
層
)
ノ
屋
上

二
騰
水

シ
得

ヘ
ク
、
海
面
上
二
九
〇
尺
以
上

ノ
高
所

ニ

ア
リ
テ
ハ
、
漸
次
水
頭
ヲ
減
ズ
ル
モ
、
尚
悉
ク
給
水

シ
得

ベ
ク
、
又
低
地
区

ニ
ア
リ
テ
ハ
地
上
凡
七
〇
～

一
三
五
尺

(約
二
一
～
四

一

綴
)
ノ
屋
上

二
騰
水
シ
得
可
シ
」
(「奈
良
市
水
道
工
事
計
画
書
」、

『奈
良
市
水
道
五
十
年
史
』

)
と
い
わ
れ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
国
鉄
奈
良
駅
の
鉄
道
機
関
庫

へ
の
給
水
が
急
が
れ
、
ま
ず
と
り
あ
え
ず
先
に
調
査
し
た
市
内
油
阪
地
方
お
よ
び
佐
保
村

地
内
の
ウ
ワ
ナ
ベ
池
に
ポ
ン
プ
室
の
建
設
、
鉄
管
敷
設
工
事

に
着
手
し
、
大
正
五
年

(一九
一六)
七
月
末
竣
工
し
て
、

応
急
給
水
を
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。
奈
良
市
の
水
道
と
し
て
正
式

に
奈
良
機
関
庫

に
給
水
さ
れ
た
の
は
、
大
正
九
年
十
二
月
か
ら
で
あ

る
。

こ
う
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
工
事
が
進
捗
し
、
大
正
九
年

(一九
二〇)
十
月
、
初
め
て
奈
良
阪
の
低
地
区
配
水
池

に
送
水
す
る
運
び
と

な
り
、
翌
十
年

一
月
か
ら

一
般
に
給
水
を
始
め
た
。
同
年

一
月
六
日
の
奈
良
市
消
防
出
初
式
に
は
、
高
地
区
配
水
池
か
ら
の
水
を
試
用

し
、
好
成
績
を
示
し
た
。

な
お
総
工
事
費
は

一
五
三
万

一
八
七
〇
円
を
数
え
、
年
度
別
工
事
費
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

大
正
四
年
度

二
八
八
七
円

大
正
五
年
度

六
万
七
四
六
九
円
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大
正
六
年
度

一
一
万
六
三
七

一
円

大
正
七
年
度

一
一
万
七
三
八
一
円

大
正
八
年
度

五
三
万
○
〇
六
三
円

大
正
九
年
度

五
二
万
四
六
六
七
円

大
正
十
年
度

一
三
万
六
八
八
〇
円

大
正
十

一
年
度

三
万
六

一
四
六
円

ま
た
、
大
正
十
年
度
以
降
の
給
水
戸
数
お
よ
び
配
水
量
を
あ
げ
る
と

表
2
の
と
お
り
で
あ
り
、
昭
和
八
年

(
一九三三)
に
は
、
給
水
戸
数

は
市

内
全
戸
数
の
約
六
割
強
に
な

っ
た
。

大
正
十

一
年

(
一九一三
)
五
月
六
日
、
奈
良
県
公
会

上
水
道

の
完
成

表2給 水戸数と配水量(大 正10～昭和8年)

年 次 給水戸数 配 水 量

大正10年
.. ㎡

11年 3,706 1,049,527

12年 4,482 1,338,788

13年 4,959 1,460,819

14年 5,809 1,673,222

昭和元年 6,212 1,572,379

2年 6,348 1,782,090

3年 ・ ・:・ 1,950,105

4年
..

2,056,235

5年 6,693 2,159,259

6年 6,734 2,009,439

7年 6,863 2,170,808

8年 7,004 2,147,387

旧 『奈良市史』による。

堂
で
関
係
者
約
七
〇
〇
人
を
招
待
し
て
盛
大
な
奈
良
市
上
水
道
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
竣
工
式
に
お
け
る
佐
川

市
長
の
式
辞
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

か
た
じ
け

う
ち

奈
良
市
水
道
通
水
の
設
備
成
り
、
茲
に
朝
野
貴
賓
の
来
臨
を
忝

(な
)
ふ
し
、
歓
喜
の
裡
に
祝
典
を
挙
行
す
る
こ
と
を
得
た
る
は
最
も
慶
賀
に

も
た
ら

堪

へ
ざ
る
処

に
し

て
、
市
民

の
満
悦
亦
之

に
過
ぐ
る
も

の
な
き
を
信
ず
。
抑

も
水
道

は
泰
西
文
明

の
齎

せ
る
設
備

に
し
て
、
悪
疫

の
流
行
を

予
防

し
、
人
体

の
健
康
を
増
進
し
、
兼
ね

て
防
火

に
備
ふ
る
所
あ
る
を
以

て
、

真

に
生
命
財

産
二

つ
な
が
ら
依

て
以
て
之

れ
を
保
護
す

る
に
足
る
な
り
。

ま

つ
と

さ
れ
ば
都
市
が

こ
の
設
備
を
有
す
る
と
否
と
は
、
実

に
市
民

の
休
戚

に
至
大

の
関
係

あ
る
や
論
を
俟

た
ず
。
奈
良
市

民
夙

に
此

に
見

る
あ
り
て
、

ま
こ
と

浅
井
湧
水

の
飲
用
を
不
安
と
し
、
科
学

の
応
用

に
待

っ
て
完
全
な
る
上
水
を
得
ん
と
企

て
た
る
、

恂
に
故

あ
り
と
云
ふ

べ
し
。

は
じ

 明
治

四
十

二
年
、
甫
め

て
水
道
敷
設

の
議
を
提
唱
せ
ら
れ

て
以
来
、
或
は
貯
水
池
を
設
計
し
、

或
は
鑿
井

を
試

み
、

又
本
邦
各
地

を
視
察

し
、

269



水
源

の
位
置
方
式
等

の
研
究

に
日
を
重

ぬ
る
こ
と
前
後
七
箇
年

に
於
け
る
市
当
局
者
並

に
市
民
を
代
表
し

て
其
任

に
当
ら
れ
た
る
諸
氏
、
苦

心

画

策

の
極
め

て
大
な

り
し
も

の
あ
り
た
る

は
、
本
よ
り
言
を
要
せ
ざ

る
な
り
。

大
正

四
年

に
至

り
、
機
熟
し
木
津
川
を
水
源
と
す

る
計
画
を
以

て
其

の
筋

に
認
可
を
得
た
る
所
、
宮
内
省

よ
り
御

下
賜
金

一
万
円

を
拝
受

し
、

又
国
庫

よ
り
三
十
六
万
円
を
本
市

の
為

に
補
助
せ
ら
れ
た
る
は
深
く
感
謝
す
る
と

こ
ろ
な
り
。

大
正
五
年

一
月
、
多
年
市
民

の
渇
望
せ

る
水
道
工
事
は
木
津
河
畔

に
於

て
起
工
せ
ら
れ
、
爾
来
茲

に
六
有
半

、
其
資
を
投
ず
る

こ
と
百
五
十

万

円
、
其
間
財
界
変
動

の
影
響
等

に
よ
り
多
大

の
困
難

に
遭
遇
し
た
る
も
、
市
民

の
後
援
と
水
道
委
員
並
に
市

会
議
員
各
位

の
熱

誠
な
る
賛
助

と
、

直
接
業
務

に
従
事
し
た

る
技
師
以
下
吏
員
職
夫

の
精
励

に
よ
り

て
、
今

日
の
成
果
を
み
る

に
至
り
た
る
は
本

職

の
最
も
欣
幸

と
す
る
と

こ
ろ
な
り
。

奈
良
市
民
た

る
も

の
、
将
来

こ
の
公
器
を
利
用
す
る

に
当
り
、
濫
を
制
し
用

に
具

へ
、
局

に
当
り

て
こ
の
設
備
を
預
る
も

の
、

よ
く
科
学

の
原

の
つ
と

す
な
わ

理

に
則
り
維
持
運
用
宜
し
き
を
得
ば
、
奈
良
市
万
代

の
幸
福
之
れ

に
依

て
生
ず
る
や
明
な
り
。
乃
ち

一
言
を
述

べ
て
式
辞

と
す
。

(揃
黼
臨
椋
鞁
姉
知

ま

た
同

日
か

ら

三

日
間

、

市

内

で

さ
ま

ざ

ま

な

祝

賀

行

事

が

行

わ

れ

た

。

そ

の
中

で
、

水

道

の
竣

工

を
祝

い
、

小

学

校

の
児
童

が
提

灯

行

列

に
歌

う

歌

と

し

て
、

新

聞

が

報

じ

た

も

の

に

つ
ぎ

の
よ

う

な

歌

が

あ

る

。

一
、

ト
ウ
ト
ウ
水
道
が
出
来
ま
し
た
、
坊
や

の
ね
ん
ね
を
お
ど
か
し
た
、
ガ

ラ
ガ

ラ

つ
る

べ
や
ふ
り

つ
る

べ
、

ひ
ま
を
と
ら
せ
て
や
り
ま
せ
う

二
、
た

っ
た

一
ね
じ
ま

は
し
た
ら
、
木
津

の
川
か
ら

ト
ク

ト
ク
と
、
野

こ
え
山

こ
え
阪

こ
え

て
、
き
れ
い
な
水

が
出

て
来

ま
す

三
、
ぢ

ー
や
は
風
呂

に
水
入
れ
た
、
ば

ー
や
は
せ

っ
せ
と
拭
掃
除
、
坊
や
も

一
人

で
水
ま

い
て
、

母

の
手
助

け
い
た
し
ま
せ
う

(後
略
)

(
『奈
良
新
聞
』
大
正
十

一年
四
月
二
十
四
日
付
)

い

っ
ぽ
う

、

市

で

は
、

上

水

道

の
竣

工

を

祝

い
、

水

道

使

用

の
普

及

を

は

か

る

た

め

水

道
標

語

を
募

集

し
、

大

正

十

一
年

(
一九
二
二
)

四
月

二
十

五

日
締

切

っ
た
。

審

査

の
結

果

、

一
等

に
な

っ
た

も

の

は

つ
ぎ

の
と

お

り

で
あ

る
。

引

い
て
か
ら

水
道
ぎ
ら

い
が

宣
伝
し

(掘
池
市
次
郎
)
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水
道
費
は

自
他
衛
生
の

保
険
金

(中
村
為
次
郎
)

市
長
の
挨
拶
や
子
ど
も
た
ち
が
歌

っ
た
歌
、
ま
た
市
民
が
応
募
し
た
標
語
か
ら
、
上
水
道
の
完
成
を
奈
良
市
民
が
ど
の
よ
う
に
迎
え

た
か
、
そ
れ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

c　

社
会
政
策
へ
の
取
組
み
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上
水
道
の
建
設
が
奈
良
市
の
衛
生
事
業
と
し
て
不
可
欠
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
前
項

で
も
ふ
れ
た
と
お
り
で

伝
染
病
と
防
疫

あ
る
。
衛
生
施
設
と
防
疫
体
制
の
不
備
で
あ

っ
た
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
奈
良
市

で
も
伝
染
病
の
発
生
は

あ
と
を
絶
た
ず
、
市
の
行
政
施
策
と
し
て
も
、
防
疫
体
制
の
改
善
は
緊
急
の
課
題
で
あ

っ
た
。

チ
フ
ス
は
毎
年
の
よ
う
に
、
赤
痢
も
二
、
三
の
例
外
を
除
い
て
連
年
の
よ
う
に
発
生
し
た
。
ま
た

コ
レ
ラ
も
明
治
三
十
年
代
だ
け
で

は
な
く
、
大
正
五
年

(一九
一六)、
九
年
に
も
流
行
、
市
民
を
恐
れ
さ
せ
た
。
天
然
痘
も
明
治
四
十

一
年

(
一九
〇八)、

大
正
六
年
、

九
年

に

発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
奈
良
県
で
は
、
明
治
三
十
年

(天
九七)
十
月
、
県
令
八
十
号
で
衛
生
組
合
規
定
を
発
布
し
、
翌
三
十

一
年
四
月
に
は
、

奈
良
市

で
初
め
て
衛
生
組
合
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
組
長
五
人

・
部
長
四
七
人
を
選
ん
で
嘱
託
と
し
、
さ
ら

に
世
話
掛
を
配
し

て
、
市
内
を
五

つ
の
区
域
に
分
け
、
市
民
の
衛
生
保
健
事
務
に
あ
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。
市
内
で
は
春
秋
の
二
回
、
清
潔
法
を
施
行
す

る

こ
と
と
し
、

こ
れ
と
と
も
に
同
年
五
月
、
市
会
の
協
賛
を

へ
て
市
医
規
定
を
設
け
、
市
医
二
人
を
嘱
託
、
市
民
の
保
健
防
疫
の
こ
と

に
従
事
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
ほ
か
衛
生
幻
灯
講
話
会
、
衛
生
活
動
写
真
講
話
会
な
ど
を
催
し
、
衛
生
思
想
の
普
及
が
図
ら
れ
た
。

し
か
し
明
治
三
十
五
年

(一九〇二)
八
月
、

コ
レ
ラ
が
発
生
、
十

一
月
下
旬
に
完
全
終
息
す
る
ま
で
の
間
に
二
〇
人

の
患
者
を
出
し
、

271



内
死
亡
者
が

一
二
人
の
多
き
に
の
ぼ

っ
た
。
市
医

・
市
職
員

・
衛
生
組
合
員
の
懸
命

の
防
疫
活
動
が
行
わ
れ
、
患
者

の
家
付
近
の
も
の

九
〇
九
人
に
免
疫
予
防
注
射
を
実
施
、
九
月
に
は
、
予
防
委
員
六
人
を
選
任
し
、
予
防
委
員
部
を
開
設
、
警
察
署

・
衛
生
組
合
と
協
力
、

予
防
事
務
に
あ
た
り
、
か

つ
医
師

一
人
を
増
聘
し
て
健
康
診
断
を
強
化
し
、
患
者
の
家
付
近
に
は
煮
沸
水
を
供
給
す
る
な
ど
予
防
に
努

め

た
。

つ
い
で
明
治
四
十

一
年

(一九〇八)
に
は
、
天
然
痘
が
発
生
、
種
痘
の
徹
底
を
図

っ
た
。
ま
た
同
年
五
月
、

ペ
ス
ト
が
発
生
、
紀
寺
町

字
出
口
に
特
別
隔
離
所
を
建
設
、
発
生
町
内
住
民
を
全
部
収
容
し
、
い
っ
ぽ
う
、
五
〇
人
の
捕
鼠
隊
を
組
織
し
、
各
戸
に
殺
鼠
剤
を
配

布
す
る
な
ど
し
て
防
疫
に
努
め
た
。

奈
良
市
で
は
、
明
治
二
十
五
年

(
天
九二)
六
月
、
奈
良
町
時
代
に
建
設
さ
れ
た
伝
染
病
院
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い

で
い
た
が
、
明
治

三
十
八
年
八
月
の
水
害
以
後
は
、
病
室

一
棟
、
わ
ず
か
八
室
、
八
人
を
収
容
す
る
に
過
ぎ
な
く
な

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
明
治
三
十
九
年
、

二
六
〇
〇
余
円
の
予
算
で
増
築
し
、
病
室
二
二
室
、
患
者

一
八
人
の
収
容
が
可
能
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
大
正
四
年

(
一九
一五)
九
月
、
市

伝
染
病
院
処
務
規
定
を
発
布
し
た
が
、
同
六
年
六
月
こ
れ
を
廃
止
し
、
市
立
佐
保
川
病
院
と
改
称
、
同
病
院
規
則
を
発
布
し
、
病
院
に

院
長

・
医
員

・
調
剤
員

・
事
務
員

・
看
護
婦
を
お
き
、
市
内
に
発
生
し
た
伝
染
病
患
者
を
収
容
、
治
療
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

の
ち
、
昭
和
五
～
六
年

(一九三〇～
一)
に
か
け
て
改
築
さ
れ
、
病
舎
二
九
室
、
収
容
力
最
大
五
八
人

の
能
力
を
も

つ
よ
う
に
な

っ
た
。

市
内
に
患
者
の
多
か

っ
た
ト
ラ
ホ
ー
ム
に
対
し
て
も
大
正
期
に
は
い
っ
て
、
そ
の
撲
滅
予
防
の
た
め
に
対
策
が
講

じ
始
め
ら
れ
た
。

大
正
三
年

(一九
西
)
七
月
、
市
内
西
之
阪
町
に
西
部
ト
ラ
ホ
ー
ム
治
療
所
が
特
設
さ
れ
、

つ
い
で
大
正
五
年
四
月
に
は
、
東
之
阪
町

へ
、

大
正
八
年
四
月
に
は
梅
園
町
に
も
設
置
さ
れ
、
嘱
託
医
師

一
人
を
任
じ
、
か

つ
各
治
療
所
に
は
治
療
助
手

一
人
ず

つ
を
配
置
し
て
、
そ

の
目
的
達
成
に
努
め
た
。
ま
た
各
小
学
校
で
は
学
校
看
護
婦
に
児
童
中
の
患
者
を
治
療
を
行
わ
せ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
奈
良
市
内
の
清
掃
事
務
は
、
明
治
三
十
三
年

(
一九〇〇)
奈
良
県
訓
令
に
基
づ
い
て
、
四
月
市
役
所
内

に
掃
除
監
督
長

一
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人
、
掃
除
監
督

一
人
、
掃
除
巡
視
五
人
を
お
き
、
市
内
を
五
区
に
分
か

っ
て
、
巡
視

一
人
ず

つ
そ
の
受
け
持
ち
区
域
を
定
め
、
塵
芥
搬

出
車
四
台
、
人
夫
四
人
を
配
置
し
、
掃
除
事
務
に
従
事
さ
せ
た
。
ま
た
汚
泥
搬
出
人
夫
は
毎
日

一
人
な
い
し
三
人
が
区
域
を
定
め
ず
道

路

お
よ
び
溝
渠

の
掃
除
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
ま
だ
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ

っ
た
。
ま
た
昭
和
四
年

(
一九二九)
三
月
総
工
費

一
万

四
四
〇
〇
余
円

で
、
市
営
の
塵
埃
焼
却
場
が
三
条
町
に
で
き
た
。

埋
葬
場
は
市
営
の
も
の
が
な
か

っ
た
が
、
大
正
三
年

(
一九
西
)、
添
上
郡
東
市
村
字
白
毫
寺
に
国
有
林
二
町
三
反

五
畝
三
歩
の
払
下
げ
を
受
け
、
市
営
墓
地
を
開
設
、

つ
い
で
大
正
五
年
二
月
、
同
村
白
毫
寺
村
有
墓
地
お
よ
び
火

葬
場
に
対
し
、
市
か
ら
毎
年

一
五
〇
円
の
賃
貸
料
を
支
払
い
、
二
〇
か
年
の
契
約
で
市
に
借
り
入
れ
、
建
築
費
五
九

〇
〇
余
円
を
投
じ

て
改
築
、
総
面
積

一
万
三
五
七
九
坪

(約
四
万
四
九
〇
〇
平
方
綴
)
の
墓
地
お
よ
び
火
葬
場
と
し
た
。

こ
の
墓
地
お
よ
び
火
葬
場

は
、

主

え

な

と
し
て
市
内
に
本
籍
ま
た
は
住
居
を
有
す
る
者
に
限
り
使
用
を
許
可
し
、
使
用
料
お
よ
び
埋
葬
手
数
条
例
が
発
布
さ
れ
た
。
ま
た
胞
衣

(胎
児
を
包
ん
で

い
る
膜
と
胎
盤
)
の
取
り
集
め
お
よ
び
焼
却
は
、
大
正
八
年
四
月
か
ら
市
営
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
白
毫
寺

の
市
営
火
葬
場
内

に
埋

納
地
お
よ
び
焼
却
場
を
設
け
、
規
定
の
料
金
を
徴
収
し
て
、
そ
の
埋
納

・
焼
却
に
あ
た

っ
た
。

ま
た
奈
良
市
で
は
、
明
治
四
十
二
年

(一九〇九)、
市
営
屠
場
を
建
設
し
、
市
民
の
保
健
衛
生
に
資
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。

同
年
、
市

内
肘
塚
町
に
七
四
〇
坪

(約
二
四
五
〇
平
方
綴
)
の
土
地
を
買
収
し
、
五
二
〇
〇
余
円
を
も

っ
て
屠
畜
場
を
設
け
、
同
年
七
月
二
十
日
、

ま
だ
建
築
中
で
あ

っ
た
が

一
部
の
使
用
を
は
じ
め
た
。
明
治
四
十
三
年

一
月
、
市
会
の
協
賛
を

へ
て
、
屠
場
使
用
規
定
が
公
布
さ
れ
、

屠
場
で
屠
殺
す
る
獣
類
は
、
牛

・
馬

・
羊

・
豚
の
四
種
と
し
、
生
体
検
査
を
し
た
う
え
で
、
使
用
者
か
ら
規
定

の
屠
場
使
用
料
を
徴
集

し

て
許
可
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

奈
良
市
に
お
け
る
社
会
政
策
的
事
業
と
い
え
る
施
策
に
は
、
す
で
に
明
治
三
十
六
年

(一九〇
三)
制
定

の
伝
染
病
に

か
か

っ
た
貧
困
者
や
交
通
遮
断
区
域
内
の
困
窮
者
の
救
助
規
定
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
大
正
四

(
一九
一五
)
に
は
市
窮

市

営

墓

地

市

営

屠

場

社

会

事

業

へ

の

取

組

み

273



民
救
助
規
定
な
ど
も
制
定
さ
れ
て
い
た
。
、し
か
し
、
公
設
市
場
の
設
置
、
市
営
住
宅
の
建
設
、
市
設
共
同
浴
場
の
設
置
、
職
業
紹
介
所

の
設
置
な
ど
が
、
本
格
的
に
市
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
大
正
も
後
半
に
入

っ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に

は
第

一
次
世
界
大
戦
の
影
響
で
い
ち
じ
る
し
く
物
価
が
騰
貴
し
、
市
民
生
活
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
市
民
生

活
を
少
し
で
も
安
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
施
策
の
必
要
が
よ
り
大
き
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
と
り
わ
け
市

の
当
局
者
に
社
会

福
祉
的
諸
施
策

の
緊
急
な
こ
と
を
痛
感
さ
せ
た
の
は
、
大
正
七
年

(一九
一八)
八
月
の
米
騒
動
と
、
そ
れ
に
引
き

つ
づ

く
社
会
運
動
の
勃

興

で
あ

っ
た
。

米
騒
動
に
際
し
て
、
奈
良
市

で
は
資
金
を
集
め
、
白
米
販
売
会
を
組
織
、
外
国
米
を
輸
入
し
て
、
安
売
り
し
た
が
、
物
価
騰
貴
に
対

し

て
公
設
の
市
場
が
必
要
だ
と
の
認
識
が
、
こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
大
き
く
な

っ
た
。
そ
こ
で
大
正
八
年

(
一九
一九
)
二
月
十
五
日

か
ら
、
市
内
寺
町
の
大
正
座

(蟀
剤
鰰
耐
劼
眇
凡
傭
翻
慰
晒
鯉

槻
在
)
を
そ
の
ま
ま
に
市
設
市
場
に
あ
て
、
食
料
品
お
よ
び
薪
炭
な
ど
二

一
種
の

生
活
必
需
品
を
廉
価
で
供
給
す
る
こ
と
に
し
、
指
定
商
人
を
厳
重
に
監
督
し
て
、
外
米
販
売
を
さ
せ
る
な
ど
し
た
。
同
年
十
二
月
に
は
、

元
資
二
八
二
二
円
を
も

っ
て
、
市
場
事
業
資
金
部
を
設
け
、
指
定
商
人
に
日
用
販
売
を
さ
せ
た
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
、
市
が
直
接
に

日
用
品
を
購
入
し
て
販
売
す
る
な
ど
し
て
、
市
民
の
便
宜
を
図

っ
た
。
そ
の
後
、
寺
町
市
場
は
そ
の
位
置
が
南
部

に
偏

っ
て
い
る
の
で

大
正
十
二
年
、
中
御
門
町
に
北
部
公
設
市
場
を
増
設
し
、
同
年
十
月

一
日
か
ら
開
場
し
た
。
寺
町
市
場
は
大
正
十
五
年
三
月
、
簡
易
保

険
局
よ
り

一
万
四
〇
〇
〇
円
を
借
り
入
れ
て
全
面
改
築
さ
れ
十
月
に
落
成
し
て
三
七
店
舗
が
入

っ
た
。
北
部
公
設

市
場
も
昭
和
二
年

(
一九二七)、
内
部
を
改
修
、
指
定
商
人
を
補
充
し
て
、
店
舗
二
〇
戸
の
市
場
と
な

っ
た
が
、
地
の
利
が
悪
く
昭
和
七
年
三
月

に
閉
鎖
さ
れ

た
。
市
の
衛
生
産
業
課
で
は
、
月
二
回

「
奈
良
市
公
設
市
場
販
売
価
格
表
」
を
発
行
し
て
市
民
に
配
布
し
た
。
そ
の
う
ち
、
大
正
十
四

年
五
月
と
昭
和
五
年
十
月
の
分
を
巻
末
に
揚
げ
た

(巻
末
付
表
8
・
9
)。
な
お
、
大
正
九
年
末
、
添
上
郡
農
会
に
よ

っ
て
椿
井
町

に
市

場
が
開
設
さ
れ
、
椿
井
市
場
の
名
で
市
民
に
親
し
ま
れ
た
。
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第三章 奈良市の発展

と
こ
ろ
で
、
第

一
次
世
界
大
戦
は
日
本
の
資
本
主
義
を
い
ち
じ
る
し
く
発
展
さ
せ
た
が
、
大
正
九
年

(
一九
二〇)
に
は
、

戦
後
恐
慌

に

見
舞
わ
れ
好
況
も

一
転
、
不
況
に
お
ち
い

っ
た
。
前
年
ま
で
、
増
加
を

つ
づ
け
て
き
た
奈
良
市
の
人
口
も
、
こ
の
恐
慌
の
影
響

で
前
年

に
比

べ
て
三
七
〇
〇
人
ば
か
り
も
減
少
し
た

(図
1
)。
奈
良
市
で
は
同
年
六
月
二
十
八
日
、
市

の
告
示
を
も

っ
て
規
定
を
制
定
し
、

七
月

一
日
か
ら
、
市
役
所
内
で
無
料
の
職
業
紹
介
事
務
を
開
始
、
失
業
者
の
た
め
に
求
人

・
求
職
の
便
宜
を
は
か

っ
た
。
し
か
し
奈
良

市

の
よ
う
に
労
働
市
場
の
狭
い
地
域
に
お
い
て
、
求
職
者
の
要
求
を
十
分
消
化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

い
っ
ぽ
う
、
家
事
手
伝
い
や
年

少

の
店
員
な
ど
は
依
然
と
し
て
少
な
く
、
求
人
要
求
に
も
こ
と
ご
と
く
応
じ
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
態
で
あ

っ
た
。

大
正
十
年

(一九三
)
四
月
、
職
業
紹
介
法
が
制
定
、
公
布
さ
れ
た
が
、

奈
良
市
で
も
こ
れ
に
応
じ
て
、
そ
の
設
置
促
進
に
努
め
た
が
、
設
置
さ

れ

た
の
は
か
な
り
遅
れ
昭
和
二
年

(
一九二七)
六
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ

っ

た
。
市
役
所
内
に
所
長

一
人

(兼
務
)、
書
記

(糟
壁
一从
、)
を
お
き
、

専

ら
職
業
紹
介
の
事
務
に
あ
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
、
住
宅
難
を
緩
和
す
る
た
め
、
市
営
住
宅
の
建
設
も
始
あ
ら
れ

た
。
大
正
十
四
年

(
一九二五)
市
営
住
宅
の
建
設
が
計
画
さ
れ
、
住
宅
建

設
公
債
を
起
こ
し
、
五
万
円
を
簡
易
生
命
保
険
局
か
ら
、
三
万
四
〇
〇

〇
円
を
奈
良
県
か
ら
借
り
入
れ
、
雑
司
町

・
漢
国
町

・
紀
寺
町

・
十
輪

院
町

・
高
畑
町
に
総
計
七

二
尸
、
総
延
建
坪
九
二
二
坪
余
を
建
設
、
同

七
月
竣
工
し
、
八
月

一
日
か
ら
貸
付
を
開
始
し
た
。
総
工
費
八
万
四
六

四
六
円
で
あ

っ
た
。
家
賃
は
九
等
に
分
け
ら
れ
、
最
高
二
八
円
か
ら
最

図1大 正期の奈良市の戸数 ・人口
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低
三
円
ま
で
で
貸
与
さ
れ
た
。

当
時
の
市
内
借
家
の
家
賃
は
、

一
般
的
に
市
営
の
住
宅
に
比
べ
て
高
く
、
そ
の
た
め
に
市
営
住
宅
を
希
望
す
る
も
の
は
多
か

っ
た
。

前
記
七

一
戸
の
市
営
住
宅
で
は
、
と
て
も
市
民
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
奈
良
市

で
は
住
宅
組
合
の
設
立

あ

つ
せ
ん

を
斡
旋
、
組
合
組
織
に
よ
り
低
利
資
金
の
融
通
を
う
け
て
住
宅
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
対
し
て
、
市
が
そ
の
計
画
を
助
成
し
、

大
正
十
五
年

(一九三
ハ)
に
は
、
二
つ
の
住
宅
組
合
が
許
可
、
翌
昭
和
二
年
に
は
平
和
住
宅
組
合

・
昭
和
住
宅
組
合
が
設
立
認
可
を
得
た
。

前
者
は
組
合
員

一
〇
人
に
二
万
円
を
、
後
者
は
組
合
員
七
人
に
対
し
て

一
万
五
〇
〇
〇
円
の
低
利
資
金
融
資
を
う
け

て
住
宅
を
建
設
し

た
。
昭
和
六
年

(一九≫ll>
末
に
は
こ
れ
ら
住
宅
組
織
は
総
数

=
二
に
達
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
昭
和
二
年

(一九二七)
十

一
月

一
日
か
ら
、
市
役
所
内
に
お
い
て
法
律
相
談
事
務
が
始
め
ら
れ
た
。
毎
週
水
曜
日
午
後
、

職
員
と
し
て
専
任

一
人
、
顧
問
三
人
を
お
き
、
無
料
法
律
相
談
を
行

っ
た
。
同
十
月
、
奈
良
県
方
面
委
員
制
度
実
施

に
と
も
な
い
、
奈

良
市
で
も
十

一
月
、
方
面
委
員

一
四
人
を
嘱
託
し
、
事
務
所
を
市
役
所
産
業
課
に
お
き
、
毎
月

一
回
委
員
会
を
開
き
、
か

つ
事
業
資
金

の
募
集
に
努
め
て
、
困
窮
者

の
救
済

に
努
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
翌
三
年
二
月
に
は
川
上
町
に
託
児
所
を
開
設
し
た
。
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第
二
節

経
済
生
活
の
発
展

1

大
軌
の
開
通

大

軌

の

創

立

大
正
期
を
迎
え
、
奈
良
に
と

っ
て
画
期
的
な
で
き
ご
と
は
、
大
阪
電
気
軌
道
株
式
会
社

に
よ
る
大
軌

(現
近
鉄

奈
良
線
)
の

開
通
で
あ

っ
た
。
大
正
三
年

(
一九
西
)
四
月
、
奈
良
～
大
阪
間
に
電
車
が
通
じ
た
の
で
あ
る
。


